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保険料が割安な
団体扱へ変更できます！

▼♪まずはお問い合わせください♪▼

QRコードは
（株）デンソーウェーブの登録商標です。 

この画面が目印

QRコードから
情報サイトに
簡単アクセス▶

▶
JR西労組ホームページの
MMライフバナー
からアクセス

スマホ

保険料が
割安です！1

ポイント
給与天引き
です！2

ポイント

ご家族様・ご親族様の
保険料も割安に！3

ポイント

◆現在、個別扱にて
　アフラック保険に
　　加入されている方は
　　　　▶▶▶

アフラック＜がん・医療保険＞福利厚生サービスのご案内

【労組指定募集代理店】

商品により取扱いが
異なりますので、
詳しくはお問合せを。      

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 賃金が　上がれど小遣い　上がらない ］　小西 正祥さん （京都地本・米原列車区分会）

海
の
幸
が
堪
能
で
き
る
浜
田
市
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

大阪城公園で開催された大阪地方メーデーには約1万人が参加した

　

三日月知事を囲んで

滋賀県内の地域公共交通の取り組みについて説明を受ける

　

中
バ
ス
地
本
浜
田
分
会
は
、組

合
員
11
名
で
構
成
さ
れ
、少
人
数

で
す
が
、結
束
力
の
あ
る
分
会
と

なって
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
浜
田
派
出
所

は
、東
西
約
２
３
０
キ
ロ
と
長
い
島

根
県
の
西
部
に
位
置
し
、特
産
品

は
魚
の
す
り
身
か
ら
作
る「
赤

天
」や
、し
っ
か
り
脂
が
のっ
た
ブ
ラ

ン
ド
魚
の「
ど
ん
ち
っ
ち
ア
ジ
」な

ど
が
あ
り
、海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
、

素
晴
ら
し
い
場
所
で
す
。

　

ま
た
、石
見
神
楽
が
と
て
も
盛

ん
で
、郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
が

強
い
上
、心
優
し
い
方
が
多
く
、バ

ス
を
利
用
さ
れ
た
お
客
様
か
ら

「
あ
り
が
と
う
ね
」と
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
場
面
も
あ
り
、優
し

い
空
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、浜
田
駅
と
広
島
駅
を

つ
な
ぐ
高
速
線「
い
さ
り
び
号
」

と
、江
津
駅
、益
田
駅
、浜
田
駅
と

大
阪
駅
を
つ
な
ぐ
高
速
線「
浜
田

道
エ
ク
ス
プ
レ
ス
号
」を
運
行
し
て

お
り
、特
に
浜
田
駅
と
広
島
駅
間

の「
い
さ
り
び
号
」に
関
し
て
は
他

の
公
共
交
通
が
な
く
、存
続
へ
の

使
命
と
重
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
10
月
1
日
に
営
業

所
か
ら
派
出
所

に
変
更
に
な
り

労
働
環
境
が
大

き
く
変
わ
り
ま

し
た
。最
初
は

戸
惑
い
ば
か
り

で
大
変
で
し
た

が
、そ
れ
を
乗

り
越
え
る
こ
と

で
、乗
務
員
そ

れ
ぞ
れ
が
責
任

感
を
強
く
持
つ

よ
う
に
な
り
、

仕
事
に
対
す
る

取
り
組
み
方
が
向
上
し
、積
極
的

な
意
見
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、社
員
自
身
の
前
進
や
成
長
も

あ
り
ま
し
た
。

　

反
面
、問
題
点
や
改
善
点
も
多

く
あ
り
、こ
れ
ら
は
向
上
前
進
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
、組
合
員
の
意

見
を
確
実
に
抽
出
し
、お
客
様
か

ら
の
声
も
受
け
止
め
な
が
ら
、優

し
さ
溢
れ
る
地
元
の
方
々
へ
の
感

謝
を
胸
に
、公
共
交
通

と
し
て
の
利
便
性
・
存

在
意
義
を
高
め
、存
続

に
対
し
て
全
力
を
尽

く
し
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

優
し
さ
溢
れ
る
バ
ス
に
乗
り
、

日
本
神
話
の
鼓
動
を
聞
き
な
が

ら
、美
味
し
い
海
の
幸
を
堪
能
出

来
る
浜
田
市
に
、是
非
、心
を
安

ら
ぎ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　 

〈
中
バ
ス
地
本
発
〉

　

連
合
大
阪
主
催
の「
第
96
回

大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー
」が
、５
月
１

日（
木
）、大
阪
城
公
園
に
て
開
催

さ
れ
、約
１
万
名（
主
催
者
発
表
）

が
集
結
し
た
。Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら

も
、中
央
本
部
の

役
職
員
や
、大
阪

地
本
・
本
社
総
支

部・西
バ
ス
地
本
な

ど
大
阪
地
区
で
働

く
Ｊ
Ｒ
西
労
組
組

合
員
や
そ
の
家
族

が
労
働
者
の
祭
典

に
参
加
し
た
。

　

議
長
団
に
は
、

大
阪
地
方
本
部

禅
野
執
行
委
員

長（
連
合
大
阪
副

会
長
）が
選
出
さ

れ
、連
合
大
阪
田
中
宏
和
会
長

は
、「
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、か
つ
て

な
い
厳
し
さ
の
中
に
あ

り
、世
界
経
済
の
不
確

実
性
が
高
ま
り
続
け

て
い
る
こ
と
も
生
活
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。保
護
主
義
的
な
動
き

の
広
が
り
や
地
政
学
的
リ
ス
ク
の

増
大
な
ど
は
、企
業
活
動
だ
け
で

は
な
く
、働
く
人
の
雇
用
や
賃

金
、暮
ら
し
に
直
結
し
て
い
る
」と

挨
拶
で
述
べ
た
。

　

ま
た
、集
会
で
は
、連
合
が
取

り
組
む
、５
月
1
日
を
メ
ー
デ
ー

と
し
て
祝
日
に
す
る
、「
祝
日
法

制
化
」に
向
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
や

参
院
選
必
勝
特
別
決
議
、

戦
後
80
年
に
関
す
る
特

別
決
議
が
採
択
さ
れ
、「
一

人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
持

続
可
能
で
多
様
性
を
認

め
合
え
る
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
！
」と
、

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択

し
、連
合
大
阪
田
中
会
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
た
。

　

ま
た
、連
合
中
央
及
び

各
府
県
な
ど
で
行
わ
れ

た
メ
ー
デ
ー
に
も
、関
係

地
方
本
部
を
中
心
に
、多

く
の
組
合
員
が
参
画
を

し
た
。

　

中
央
本
部
と
京
都
地
方
本
部

は
、４
月
23
日（
水
）に
、Ｊ
Ｒ
連

合
、Ｊ
Ｒ
北
労
組
並
び
に
Ｊ
Ｒ
北

労
組
議
員
団
会
議
所
属
議
員
と

と
も
に
、滋
賀
県
庁
を
訪
問
し
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
に
所

属
す
る
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知

事
と
、交
通
政
策
を
担
当
す
る
部

署
も
交
え
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、三
日
月
知
事
か
ら
、

「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
む
け

て
は
、事
業
者
だ
け
に
任
せ
る
の

で
な
く
、今
後
は
自
治
体
も
積
極

的
に
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
挨
拶
が
あ
り
、そ
の
後
、滋

賀
県
内
の
地
域
公
共
交
通
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

滋
賀
県
内
の
Ｊ
Ｒ
線
の
現
状

と
し
て
、草
津
線
の
貴
生
川
〜
柘

植
間
に
お
け
る
利
用
促
進
の
取

り
組
み
や
、湖
西
線
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
備
の
課
題
な
ど
が
示
さ
れ

た
。

　

ま
た
、滋
賀
地
域

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
で
示

さ
れ
て
い
る
、豊
か
な

暮
ら
し
の
実
現
に
向

け
、利
便
性
が
高
く

か
つ
効
率
的
で
、地

域
に
最
適
化
し
た
交

通
手
段
と
す
る
た

め
、財
源
確
保
も
含

め
て
、県
民
、交
通
事

業
者
、市
町
村
と
と

も
に
議
論
を
重
ね
て

い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、

「
交
通
税
」導
入
に
向
け

た
県
民
の
反
応
や
、地
域

課
題
、ま
た
Ｊ
Ｒ
連
合
の

交
通
政
策
の
考
え
や
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

有
意
義
な
話
し
合
い
を

行
う
こ
と
が
出
来
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、持

続
可
能
な
公
共
交
通
の

実
現
に
向
け
て
、引
き

続
き
、地
域
と
の
対
話

と
連
携
を
強
め
る
運
動

を
展
開
す
る
。

　１８８６年に、アメリカの労働者が、
「８時間労働」を要求してゼネラルスト
ライキを起こしたことが起源。当時のス
ローガンは「第１の８時間は労働のた
めに、第２の８時間は休息のために、そ
して最後の８時間はおれたちの好きな
ことのために」というもの。かつて労働
者の労働時間は12～14時間が当たり
前であった。このゼネラルストライキは、
８時間労働がなかなか実現しない中
で、その後も５月１日に行われ、１８９０
年には世界の労働組合に波及、第１回
の国際メーデーが実施された。
　日本では、１９２０年５月２日に、第１
回メーデーが東京・上野公園で開か
れた。第二次世界大戦中は政府に開
催が禁止されていたが、戦後、労働組
合の活動再開とともに再び開かれた。
日本の労働者の地位や労働条件の向
上、権利拡大をはじめ、人権・労働基
本権の確立、民主主義の発展、恒久平
和の希求に深く貢献し、その役割を果
たしてきた。
　現在のメーデーは、米国の労働者が
労働条件の改善を訴えたその想いを受
け継ぎつつ、働く仲間とお互いをねぎら
い、たたえ合いながら、家族や地域の皆
さんにも楽しんでもらえる一大イベント
として世界中で愛されており、５月１日を
「労働者の祭典」として祝日とする国も
多く、世界中で労働者たちのイベントや
デモ行進などが行われている。

各
地
で
メ
ー
デ
ー
開
催
！ 

 
「
第
96
回
大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー
」

山
陰
―

山
陽
を
つ
な
ぐ
重
要
拠
点
と
し
て
、地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る
公
共
交
通
の
確
立
へ
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　　　  　　  浜田分会

三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属
）と
意
見
交
換

 滋
賀
県
へ
自
治
体
訪
問

［メーデー］とは


